
⑦ 本公開前の最終確認

⑥ コーディネーター（※６）

による反映作業
・④、⑤の結果の反映作業等

④ ネイティブ（※３）

によるチェック
・自然な英語となって
いるかなどを確認

③ 日本法令外国語訳
データベースシステム
（ＪＬＴ）に暫定公開
（※２）

⓪ 法案成立・翻訳整備計画の策定
・翻訳範囲の特定

① 英訳原案を作成・提出
・法令翻訳システム又はその他の方法により原案を作成（※１）

② 形式チェック
・提出書式・形式の確認
・日本語原文との対照

⑤ 専門家（※４）による第二次検査
・他の関係法令との整合性等の確認
・不合格の場合は、ネイティブアドバイザー又は英訳原案

作成者（法令所管府省庁又は法務省）に差戻し

一定の場合には
省略可（※５）
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②’ 専門家による第一次検査
（暫定公開前の検査）

・推進会議が必要と認めた法令についてのみ、
専門家が暫定公開前に検査を実施
・暫定的な公開に耐え得るか否かのみの検査

法
務
省

（司
法
法
制
部
）

日
本
法
令
外
国
語
訳

推
進
会
議

暫定公開可 暫定公開不可

⑧ 日本法令外国語訳
データベースシステム
（ＪＬＴ）に本公開

※１ 法令翻訳システムは、ＡＩを活用した法令の英訳のための翻訳システム。
一部法令については、法令翻訳システムを活用した法務省による代行作成も可能。

※２ 法務省が英訳原案を代行作成する場合は省略。
※３ ネイティブ：英語を母国語かつ母語とする者で、日本法及び英米法の素養がある者。

重大な不備があった場合

業 務 の フ ロ ー

※４ 専門家：日本法令外国語訳推進会議の構成員。学者・弁護士・外国法弁護士から構成される。
※５ 改正内容が形式的なものにとどまる場合などは省略可。
※６ コーディネーター：日本語を母国語かつ母語とする者で、日本法及び英語の素養がある者。


